
平成７（１９９５）年１月１７日に発生した阪神・淡路大震災に因（ちな）んで，ボランティア活動へ
の認識を深め，災害への備えの充実強化を図る目的で，１月１７日を「防災とボランティアの日」として
制定しました。また，この日を中心に前後３日を含む計７日（１月１５日～２１日）が「防災とボランテ
ィア週間」と定められています。

１． タイトル 対象・所要時間

解説・ポイント

２． タイトル 対象・所要時間

解説・ポイント

３． タイトル 対象・所要時間

解説・ポイント
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教材番号
１０５４７

どう守る？自分の命 小学校・中学校
２２分

阪神淡路大震災や東日本大震災などを題材に，子どもたち一人ひとりが，自然災害に対する理解と災
害時の危険を予測・判別し危険を回避する能力を身につける内容。

教材番号
１０４０８

３．１１ 東日本大震災から学ぶ
津波・命を守る心構え 中学校・高校

２０分

２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災は，想定外の巨大な津波を引き起こし，東北地方沿岸
を中心に多くの死者・行方不明者を出しました。この作品は，東日本大震災津波を取材し，津波から
命を守っていくためにどのような意識を持ち，どのような行動をすべきかを考えるものです。小中学
生６００人が津波から逃げ切った「釜石の奇跡」はなぜ起こったのか，考えていきます。

教材番号
１０４２０

もし今，地震が起きたら
～命を守る備えと退避行動～ 中学校・高校

１９分

過去に起きた大地震の教訓をもとに，地震時の心得が伝えられてきました。しかし近年の地震被害に
関する研究や，社会情勢の変化に伴い，それらの心得が現在でも有効かどうか検証が進められていま
す。未曾有の大地震となった東日本大震災の経験も踏まえ，いま求められる地震時の心得，地震への
備えを考えます。
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４． タイトル 対象・所要時間

解説・ポイント

５． タイトル 対象・所要時間

解説・ポイント

６． タイトル 対象・所要時間

解説・ポイント

７． タイトル 対象・所要時間

解説・ポイント

紹介しました映像教材は視聴覚センターが所有するＤＶＤ教材の一部です。
これらは園・学校や社会教育団体の方々が利用できます。

教材番号
１０６５６

稲むらの火 小学校・中学校
アニメ １６分

江戸時代の終わり，紀州和歌山藩にある四百戸たらずの村では，稲の収穫も終わり，豊作を祝う祭り
の準備が進められていた。そこに小さな地震が起きる。村人たちは祭りの準備でにぎわい，地震に気
づかない。しかし丘の上にいた庄屋の五兵衛だけは，その揺れ方に不気味なものを感じ，津波の襲来
を察知する。五兵衛は，下の村で祭りを楽しむ村人に，その危険を伝えるため，刈り取ったばかりの
稲むらに火を放つ。

教材番号
１０４２２

失われたいのちへ誓う
東日本大震災が教えたこと 中学校・高校

２０分

東日本大震災は，豊かさと平和の中で，当たり前と思っていた生活のすべてが，実はかけがえのな
い，ありがたいものだったことを私たちに痛感させました。人と人の絆，一人ひとりのいのちを大切
にする生き方を私たちはしていたか。水・電力・食糧…それをありがたいと感謝していただろうか。
この作品は，被災した人々，震災によって多くを失った人々の声を紹介しながら，私たちのいまを振
り返り，震災後のこれからをどう生きるかを共に考える「いのちの教育」教材です。

教材番号
１０4２１

いじめなんか、いらない！！
東日本大震災から、私たちたちは学んだ 小中学校

１５分

東日本大震災の被害は，住宅や商店ばかりでなく，学校にも押し寄せました。明日も続くと思ってい
た学校生活，いつでも会えると思っていた友達の姿が一瞬にして奪われてしまう…。この作品は，被
災した中学校，変わり果てた町の姿，大人・子どもたちの意見を中学生たちが視聴し，いじめがいか
にいまの生活やいのちのありがたさを忘れて起きているかを自覚していく姿を描いたものです。

教材番号
１０７４５

地域が主役
避難所の開設と運営のしかた 一般向け・高校

２４分

東日本大震災・熊本地震の教訓をもとに，地域の避難所の開設と運営のしかたを述べています。
監修：日本復興学会


